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「
大
正
時
代
の
思
い
出
」（
抜
粋
）

堀
口
サ
キ

川
沿
小
学
校
（
常
呂
村
第
二
尋
常
小
学
校
）
通
学
の
思
い
出

常
呂
町
高
齢
者
教
室
『
昭
和

年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
大
学
文
集

ト
ー
コ
ロ
』
掲
載

58

私
は
福
井
県
生
ま
れ
で
す
。
明
治

年
３
月

日
生
ま
れ
。
６
歳
の
時
に
父
母
と
３
人
で
今
の
地
に
来

41

25

ま
し
た
。
大
正
２
年
の
１
月
の
末
で
し
た
。

北
見
か
ら
馬
そ
り
で
来
た
の
で
す
が
大
雪
で
、
馬
そ
り
は
峠
で
ひ
っ
く
り
返
り
、「
助
け
て
く
だ
さ
い
。

南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
叫
ん
だ
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
恐
か
っ
た
で
す
。

家
の
周
り
は
ど
こ
を
見
て
も
山
と
笹
原
で
、
隣
と
い
っ
て
も
遠
く
の
方
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
４
～
５
軒

で
し
た
。

今
の
竹
田
さ
ん
の
所
に
わ
ら
屋
根
の
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
７
才
で
学
校
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

は
き
物
も
な
く
、
内
地
か
ら
持
っ
て
き
た
わ
ら
靴
で
、
雨
具
は
わ
ら
で
作
っ
た
ゴ
ザ
で
し
た
。
そ
れ
を
来

て
歩
く
と
、
お
友
だ
ち
が
ゴ
ザ
が
歩
く
と
笑
う
の
で
、
途
中
で
雪
の
中
に
隠
し
、
帰
り
に
そ
れ
を
着
て
家

に
帰
り
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
思
う
と
、
そ
れ
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

大
正
８
年
と

年
に
は
何
回
と
な
く
水
害
が
出
て
家
ま
で
水
浸
し
に
な
り
、
そ
の
時
母
は
体
を
悪
く
し

11

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
６
年
生
、
妹
は
７
才
、
弟
は
３
才
で
し
た
。（
略
）

＊
注
：
堀
口
サ
キ
さ
ん
が
入
学
し
た
時
の
学
校
名
は
、
常
呂
村
第
二
尋
常
小
学
校
で
、
明
治

年
に

41

新
築
し
た
平
屋
柾
葦
の
校
舎

※
川
沿
小
学
校
に
関
す
る
注

＊
明
治

年
７
月

日

川
沿
特
別
教
授
場
創
立
開
校

33

20
（
川
沿
基
線
９
号

番

斉
藤
鉄
四
郎
氏
居
宅
に
児
童
を
収
容
、
授
業
開
始
）

51

＊
明
治

年
７
月

日

部
落
大
会
開
催
、
校
舎
の
新
築
移
転
を
協
議
一
決

36

21

（
東
１
線

号
中
野
一
郎
氏
の
土
地
１
反
歩
を
借
用
し
、
間
口
３
間
奥
行
５
間
の
校
舎
を
新
築
移
転)

13

＊
明
治

年

移
住
者
激
増
し
、
児
童
も
多
く
な
り
校
舎
が
狭
く
な
り
、
長
浜
菊
五
郎
氏
か
ら

41

基
線

号

番
地
の
所
有
地
５
反
歩
の
寄
付
を
受
け
、
間
口
６
間
奥
行
５
間
の

14

82

平
屋
柾
葦
の
校
舎
を
新
築
移
転

＊
明
治

年

月
８
日

常
呂
村
第
二
尋
常
小
学
校
に
昇
格
・
改
称

43

12

＊
明
治

年
２
月

本
田
留
吉
氏
か
ら
畑
８
反
歩
の
学
校
敷
地
の
寄
付
（
川
沿
東
１
線

番
地
）

45

28

＊
大
正
４
年
３
月

日

学
校
敷
地
位
置
が
東
１
線

番
地
に
決
定

15

28

＊
大
正
５
年

月

日

新
校
舎
落
成

12

20


